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月刊武松 ２７,９４２円 
９月の支出（図書、備品、慶弔、飲食は除く) 

情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

市政を考える 

       たけまつ    ただし 

頒布責任者： 武松 忠 
武松政策研究会 

 

印刷代（月刊武松印刷代）                ７,７７０円 

交通費（駐車場、燃料代、高速代） １３,７１０円 

会場費差額               ６００円 

通信費（携帯電話）                 ５,８６２円   
支出計 04/9/1～04/10/1                   ２７,９４２円 

寄付 匿名､ｶﾏﾀ､ﾎﾘ､ﾀｹﾏﾂさん     １６,5００円 

国民健康保険の現状国民健康保険の現状!!??  
増える加入者と減る収納率 
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■一般会計から１２億６４８９万円繰入れ 

 小田原市の国民健康保険の現状は、大変厳しいも

のがあります。 

 国民健康保険特別会計は、2003年度決算で159

億2378万円。そのうち一般会計からの繰入金は、

12億6489万円（市民1人当たり6356円）となっ

ています。 
 

■増える加入者と下がる収納率 

①高齢の被保険者が多い。図1 

②昨今の社会情勢により加入者が増えている。図2

③収納率が低下している。表１ 
 

表１ 現年度収納率･滞納繰越･不納欠損の推移 

■滞納の累積と不納欠損額の増加 

 表１に示すように、*滞納繰越額は、2002年度、

11億980万円。 *不納欠損額は、3億2388万円

となっており、ともに増加の一途です。 
* 滞納繰越額：滞納額の翌年度への繰越額。 

   不納欠損額：調定されている保険料が徴収し得なく  
      なったときに、不納欠損処分された保険料額。 

 

■収納率向上策 

 小田原市では、５名の徴収嘱託員の活用を図り、

職員による夜間電話催告･臨戸徴収等を実施。 

 2003年度より滞納者への資格証（窓口で10割負

担、滞納分一部返済後7割払い戻し）発行を開始し

た。 

発行日  

０４/１０/４ 

図２ 小田原市の国保被保険者数の推移
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図１ 国保の被保険者年齢階層別人口
(2003/4/1)
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収納率 

％ 
91.96 91.47 91.30 91.06 90.38 

滞納繰越 

億円 
6.71 7.96 9.01 10.42 11.10 

不納欠損 

億円 
1.86 2.10 2.34 2.83 3.24 
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The Voice  今までに頂いたご意見から   

  武松政策研究会 月例勉強会のお知らせ 

 10月の月例勉強会は、常任委員会行政視察等のため 

中止いたします。 

 次回は、 日 時：11/20（土）18時～20時  場 所：未定 

      テーマ：「未定」 募集中です。何かありましたら連絡下さい。 
         

 

 ホームページでは、日刊武松（日記）や、月刊武松のバックナンバー、一般質問の会議録も見ることが

できます。YAHOO!で「武松忠」または、「たけまつただし」と入力すると検索できます。 
 URL http://www6.airnet.ne.jp/takematu/   i-mode http://www6.airnet.ne.jp/takematu/i.htm 

 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで 

 月刊武松は本人が配布しているため、行き届かないところがありますが、読み終わりましたら知合

いの方にお渡しいただけると幸いです。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

シティーモール南東角の信号に右折矢印信号を   ３０代 男性 

 数年前から、小田原にもシティモールや、ダイナシティなどの大型ショッピングセンターが出来たこ

とで、交通渋滞が大変問題になっていると思います。私たちも近隣に住むものとして、便利な反面、不

便さも感じております。 

 そのひとつに、シティモールの南東側の進入口となる巡礼街道でなかなか動かない箇所があります。 

そこは片道１車線で信号の手前に右折レーンはあるものの信号機に矢印信号（右折）が存在しません。

時差信号でもないので、右折レーンに並んでいても、なかなか右折できず、当然その後続も停滞したま

まです。 武松さんご自身も通行されたことがあるかと思いますが、私としましてはそこでひとつ渋滞

を作ってしまっている気がしてなりませ

ん。その信号機が時差信号であるか、もし

くは右折の矢印信号を設置されるかで、随

分緩和されるのではないでしょうか。 

 

 シティモールが北側に拡大する計画が、

事実上承認され、来年秋にはオープンの予

定です。 その際、現在の巡礼街道西側入

口の左折レーンの追加と、ご指摘の信号の

先の南北道路が拡幅されます。 

 完成後、交通量調査や信号のタイミング

等の見直しが行われる予定ですので、実施

時期は１年以上かかってしまうかもしれま

せんが、右折矢印信号等が実現するよう努

力します。           

 長男が中学生になったことで、尚更気になってい

るのが成績の絶対評価です。 絶対評価は、ご存知

の通り、点数分布に関係なく評価するために、先生

や学校によって成績の人数がバラツキます。（相対

評価は、５は５％とか割合を決めていた。） 

 今度、県教委が全国初で絶対評価のバラツキ具合

をHP等で公表するというのです。 これは、恥の

厚塗りで、バラツキ具合を公表し、結果的に調整し

元に戻る勇気!?(1) 
たら、そもそも相対評価になるということです。 

こんな馬鹿げたことで、絶対評価をしているつもり

なのでしょうか？ 
 間違えた施策は、元に戻さなければなりません。 

 こんな施策のために現場の先生がどれだけ苦労し

ているか･･･すぐにでも相対評価に戻すべきです。 

 山で遭難というと大袈裟ですが、ハイキングで行

方不明を防ぐのは、間違えたと思ったときに戻る勇

気だと思います。「間違えていないはずだ。」と自

分に言い聞かせ突っ走るのは、役人や政治家の悪い

癖です。 

左折ﾚｰﾝ追加 道路拡張 

右折矢印要望 


